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1．特別利益（環境対策引当金戻入益）の計上

2．2025年3月期通期連結業績予想と実績値との差異（2024年4月1日～2025年3月31日）

百万円 百万円

29,000 △ 300

今回実績値（B） 28,803 △ 246

増減額（B-A） △ 198 53

増減率（％） △ 0.7 －

（ご参考）前期実績
（2024年3月期）

 （差異が生じた理由）

以　上

　2025年3月期通期の業績につきましては、売上高はほぼ予想通りの結果となりました。
　損益面につきましては、原価率の低減により、営業損失、経常利益ともに改善し、また、親会社株主に
帰属する当期純損失につきましては、上記1項「特別利益（環境対策引当金戻入益）の計上」に記載の通
り、環境対策引当金戻入益2億4千4百万円を特別利益に計上したことから、前回発表予想より改善いたしま
した。

60.6 － －

28,205 △ 583 42 △ 1,468 △ 255.11

208 △ 83 △ 15.50

78 346 －

前回発表予想（A）
百万円 百万円 円　銭

130 △ 430 △ 79.59

特別利益（環境対策引当金戻入益）の計上及び
通期連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ

　当社は、2025年3月期通期において、特別利益（環境対策引当金戻入益）を計上しましたので、お知らせい
たします。
　また、2025年3月25日に公表いたしました通期連結業績予想と本日公表いたしました実績値との差異が生じ
ましたので、下記の通りお知らせいたします。

記

  当社は、2024年5月13日開催の取締役会において、間々田工場(栃木県小山市)の敷地内で検出された特定有害
物質による汚染の拡散防止のため、対策工事の実施について決議し、当該費用の見積額を前連結会計年度におい
て環境対策引当金繰入額として7億9千3百万円を特別損失に計上していました。
  今般、施工方法の変更等の見直しを実施し、対策費用の再見積りを行った結果、従来の見積額との差額2億4千
4百万円を環境対策引当金戻入益として特別利益に計上いたしました。
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